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議　事　日　程
	日程第１
	会議録署名委員の指名について

	日程第２
	会期の決定について

	日程第３
	平成27年度第12回（定例会）東かがわ市教育委員会会議録の承認について

	日程第４
	教育長報告

	日程第５
	報告　第１号　「幼保一元化の取組み方針」について

	日程第６
	報告　第２号　放課後児童クラブについて

	日程第７
	議案　第１号　東かがわ市都市公園条例の一部を改正する条例について及び東かがわ市都市公園条例施行規則の一部を改正する規則について

	日程第８
	議案　第２号　平成27年12月議会定例会提出「平成27年度教育関係補正予算」について

	日程第９
	報告　第３号　ジュニアスポーツ育成プログラムモデル事業実施状況について

	日程第10
	報告　第４号　外国語活動支援員の採用者について

	日程第11
	報告　第５号　平成27年度学校訪問を終えて


【議　事　内　容】
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　


（午後　１時２６分　開会）
■日程第１　会議録署名委員の指名について
　教育長が、本会議の会議規則第６条の規定に基づき、竹田教育長と委員の中から１名、大久保委員を指名。
■日程第２　会期の決定について

　

教育長から、本会議の会期について１日でよいか意見を求める。
<質疑>
○　委員　　　　　１日で了承。
■日程第３　平成２７年度第１２回（定例会）東かがわ市教育委員会会議録の承認につい

　　　　　　て
　学校教育課長から会議録について説明。
<質疑>
○　特になし。
■日程第４　教育長報告

　竹田教育長から、１１月（１０月２７日から１１月２５日）に出席した行事等について
報告。
　また、今後の予定について報告し、質疑を求める。

<質疑>
○　山本委員　　　　１１月７・８日の交流プラザでの市民美術展ですが、会場の関係もあるだとうと思いますが、１週間ぐらいの期間は展示して欲しいという意見を会場でお聞きしました。
○　生涯学習課長　　引田支所等の改修もこれから始まりますのでギャラリー的な機能を果たせるような場所を設けていただきたいということを提案してい　きたいと思います。大内公民館につきましては、もともとロビーの一角でギャラリーとしてのスペースをもっていますので、そうした所を有効に使えるように、文化協会や美術展実行委員会と協議していきたいと思います。
■日程第５　報告　第１号　「幼保一元化の取組み方針」について
　子育て支援課・川田副主幹から幼保一元化の取組み方針について説明。

<質疑>
○　向山委員　　　　幼保一元化のメリットは出ていますが、デメリットはあるのですか。それと民間保育所と競合しないように配慮ということですが、例えばどのような事を競合しないのですか。また、通園方法を「保護者の送迎を基本とします。」とありますが通園方法は保護者ですよと言い切るのか、原則かを聞きたいと思います。
○　子育て支援課長　幼保一元化のメリット・デメリットですが、代表的なものとしては４月に開園した大内子ども園で、苦情や意見等を現在のところ聞いておりません。ただ内部の職員間で所管の違う保育士さんと幼稚園の教諭ということで、事務の煩雑さや様式等それぞれ違うものを使用している現状です。それにつきましては、今年度共通して使用できる様式等は合わせていこうと思っています。２点目の民間との競合ですが、考え方としては民間の保育所等がある地域については、極力そちらの考え方を尊重して公立は考えていくべきということが競合という部分です。通園方法については、新たな通園支援については考えていません。今後も保護者に園へ直接出向いて行ってもらって、保育士さん、教諭と面と向かってお話できる大きなメリットもありますので、そういったところを重要視していきたいと思っております。
○　向山委員　　　　子どもたちや保護者にとって、より良い競合ができたらいいと思います。
○　山本委員　　　　子どもが減っているということで、これから３年後、５年後の平成３２年頃はどんな状況と予想されているのでしょうか。
○　子育て支援課長　平均すると毎年４～５％ぐらいは減っていく予想です。
○　吉田委員　　　　民間の園長と公立の園長との情報交換やいろいろ話しあったりする場はあるのでしょうか。
○　川田副主幹　　　４月に合同で市立も含めた園長所長会があり、園に出向いて子どもも含めた教育を行っています。園長同士が話しをするというのは、４月のときぐらいでその他にはありません。
○　大久保委員　　　給食についてですが、保育園は現在、自園で作っていますが、公立の幼稚園は給食センターから運んでいると思います。子ども園になった場合は、独自で給食を作るというのが基本のようですが、人数が少なくなっていったら、施設を作るというのも大変だと思います。小中学校も人数が減ってきているので、給食センターの有効活用を柔軟に考えていただけたらと思います。

○　子育て支援課長　３・４・５歳児であれば給食センターでの対応で問題ないと思いますが、個食対応になるそれ未満の子どもたちにとっては、対応しづらくなります。その対応の施設を設けるのであれば全ての年齢において柔軟な対応ができるような施設を利用した方がいいという考えもあります。
○　教育長　　　　　給食や民間と公の職員の交流など、たくさん課題がありますけれども、検討していく必要があると思います。
■日程第６　報告　第２号　放課後児童クラブについて

　子育て支援課・後藤田副主幹が次年度に向けての対応等について説明。
<質疑>
○　吉田委員　　　全体で３３４名ということですが、何％ぐらいになるのですか。
○　後藤田副主幹　２６．５％で４人に１人ぐらいです。
○　吉田委員　　　放課後ここにいるのが、あたり前ではなく行政サービスであり、家に帰っても誰もいない子どもを受け入れる大事なものだということを市全体で学校も保護者も分かる必要があるのではないかという気がします。
○　大久保委員　　障がい者手帳、療育手帳を持っている児童も受け入れると思うのですが、学校では支援員がつきますが児童クラブでは、それを加味した人数の配置となっているのでしょうか。
○　後藤田副主幹　市の支援員が二人おります。その二人を中心にシルバーさんを二人つけています。
■日程第７　議案　第１号　東かがわ市都市公園条例の一部を改正する条例及び東かがわ市都市公園条例施行規則の一部を改正する規則について

　生涯学習課・赤澤課長が条例及び規則の一部改正について説明。

○　山本委員　　　周知方法は広報等で周知されるのですか。
○　生涯学習課長　はい、現在のところスポーツ財団が定期的に出しております、たよりや施設での掲示、また広報については、検討していきたいと考えております。

○　向山委員　　　これはトレーニングルームだけですか。アリーナは関係ないですか。
○　生涯学習課長　はい。アリーナは広さが違いますので料金は違っています。基本的な考え方は統一されています。
■日程第８　議案　第２号　平成２７年１２月議会定例会提出「平成２７年度教育関係補正予算」について
　学校教育課・久保課長、生涯学習課・赤澤課長が１２月議会補正予算について説明。

<質疑>
· 特になし。
■日程第９　報告　第３号　ジュニアスポーツ育成プログラム事業実施状況について

　生涯学習課・赤澤課長がジュニアスポーツ育成プログラムの概要について説明。
<質疑>
○　向山委員　　　画期的な取組みだと思います。先生方も指導するにあたって、自らを変えるいい機会だと思います。

○　生涯学習課長　中学校の校長先生とも話しをながら、できるだけ広げられるよう調整をしたいと思います。指導者として技術もそうですけれども、意識の部分もかなり話をされていたので、いい事業だと思っています。

○　山本委員　　　体力指数の表は、最終的に成長していけば８００点により近くということですか。

○　生涯学習課長　そういうことです。全日本クラスの選手になると８００点近くになるということです。

○　山本委員　　　１、２、３年後とずっと見ていったら成長過程がよくわかりますね。

○　生涯学習課長　個々にデータを配布しますので、よくわかると思います。

○　向山委員　　　自分を知るということは大事なことだと思います。

○　山本委員　　　こういったデータを幼稚園から小学校、小学校から中学校へ繋いでいけたらいいと思います。このデータを繋ぐことができれば、先生方も個々の力を引き出せると思います。
○　教育長　　　　全部で共有できたらいいですね。

○　生涯学習課長　この事業は、勝つためにやっている特別なプログラムと誤解されがちなので再度説明をしなければ、本当の目的というのはわかってもらえないと思うので、説明会時に改めて強く説明をしたいと思っています。

○　向山委員　　　この事業を通じて自らの健康にも繋げていってもらいたいと思います。

■日程第１０　報告　第４号　外国語活動支援員の採用者について

　学校教育課・原主事が外国語活動支援員の追加について説明。

<質疑>
○　学校教育課長　ネイティブの先生が一人加わっていただきましたので、主に低学年を中心に関わっていただくようにしております。

○　吉田委員　　　前回、見学に行きまして特に５・６年生は人数が多くて大変だと感じました。

○　学校教育課長　課題になっているところがそこの部分で、スタート時に支援員が少なかったこともあり、２学年３クラスの編成としたのでご覧のとおりです。支援員の体制も含めて今年度、見直しが出来る部分については考えていきたいと思っています。
■日程第１１　報告　第５号　平成２７年度学校訪問を終えて
　学校教育課・岸本主任指導主事が学校訪問の概要について説明。

<質疑>
○　向山委員　　　知能検査や色覚検査は、ぜひ組んでもらいたいと思います。その子の弱いところをそのままにするのではなくて、将来困らないために専門的な指導を受ける道筋をつけたらいいと思います。また１年生の教室には正しい姿勢や鉛筆の持ち方などを掲示してもらいたいと思いました。

○　学校教育課長　知能検査は、学校ごとに行っていて、２回実施しているところ、３回実施しているところ、まだ出来ていないところがありました。この前の教育委員会、以前の就学指導委員会でも必要性についてのご意見もありましたので、取り組んでいきたいと考えております。
○　向山委員　　　色覚検査についてはどうでしょうか。

○　学校教育課長　色覚検査についても、養護教諭の研修会で必要性について出ております。保護者も生徒自身も気づいていない場合もあるようですので、前向きに取り組んでいきたいと思います。

○　教育長　　　　学校訪問に教育委員さんは行っていないのですが、そのあたりはどうですか。

○　向山委員　　　保護者が来てくれるのはいいのですが、外部からくると学校は準備や対応に神経を使います。
○　教育長　　　　現場を見ているのは中間の目標申告のときだけなので、どうかなあと思っていることろです。
○　向山委員　　　授業を見るだけでもいいと思います。

○　吉田委員　　　現場の負担にならないのであれば、いつも見たいと思っています。

○　教育長　　　　校長会で相談してみてください。

○　学校教育課長　はい。
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